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ਤද 2025年度規制改革要望概要

経団連が日本の2040年を展望した「FUTURE DESIGN 2040」では、日本が持つ構造
的かつ複雑な課題を乗り越え、公正・公平で持続可能な社会および「科学技術立国」を実
現する重要性を指摘。その実現には、急速な技術進歩や経済社会の変化に応じて、規制
を不断に見直すことが必要。とりわけ、生産年齢人口が減り続けている現状においては、
新技術の実装を通じた人手不足に対応するための規制・制度改革が不可欠。
そこで、人の活躍、地域経済社会、イノベーション・デジタル、環境を柱に規制改革要
望を取りまとめ。

Ⅱ．更新・再提出する規制改革要望 ２項目（No.１～２）

Ⅲ．新規の規制改革要望

Ⅰ. 基本的考え方

56項目
No.は2025年度規制改革要望における通し番号

1. 人の活躍（No.3～15）

3．イノベーション・デジタル
（No.28～51） 4．環境（No.52～58）

2．地域経済社会（No.16～27） 時
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